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D
iese A
bhandlung stellt die D
iskussionen u?ber die A
bschaffung der T
odesstrafe vor,
die durch
 
W
issenschaftler,R
echtsanw
a?lte und R
ichter v.a.in C
hina,Su?dkorea und T
aiw
an gefu?hrt w
erden.
In den letzten
 
Jahren hat der V
erfasser m
ehr als 20 A
bhandlungen u?ber die A
bschaffung der T
odesstrafe aus diesen drei
 
L
a?ndern u?bersetzt.
In der vorliegenden A
bhandlung hat der V
erfasser versucht,charakteristische Streitpunkte
?
）
一
三
六
一
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
二
号
）
der jew
eiligen L
a?nder hervorzuheben.
H
eute,
im
 
Zeitalter der G
lobalisierung ist das
“Zusatzprotokoll zum
 
Internationalen U
N
-A
bkom
m
en u?ber bu?rgerliche und politische R
echte,
das die A
bschaffung der T
odesstrafe
 
vorsieht”
der U
N und deren Idee w
eltw
eit bekannt und die Zahl seiner U
nterstu?tzer nim
m
t zu.
In C
hina w
erden
 
auch heute noch fu?r Straftaten,
die nicht zum
 
B
ereich G
ew
altverbrechen geho?ren,
w
ie z.B
.
W
irtschafts-
krim
inalita?t,m
it dem T
ode bestraft.
D
ies findet jedoch unter einem kom
m
unistischen Strafrecht chinesischer
 
A
rt statt und ist eine V
erko?rperung des autorita?ren Strafrechts in einer autorita?ren G
esellschaft.
G
erade
 
desw
egen w
ird in C
hina die sogenannte
“eingeschra?nkte T
odesstrafe”
gefordert,die die T
odesstrafe sehr streng
 
nach bestehenden K
riterien angew
endet w
erden soll.
D
iese kleine A
bhandlung basiert auf dem V
ortragstext
“T
odesstrafe und M
enschenw
u?rde”.
D
er V
ortrag w
urde
 
am 10.
Septem
ber 2005 in einem von der U
niversita?tsbibliothek W
ien organisierten F
orum
(F
orum fu?r B
u?rger:
R
echtssystem
e in frem
den K
ulturen)
gehalten.
?
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摘
要
﹈
死
刑
廃
止
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
?
）
二
三
六
二
序人
間
の
尊
厳
と
相
対
的
無
期
刑
国
連
が
可
決
し
た「
死
刑
廃
止
を
め
ざ
す
、
市
民
お
よ
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
の
第
二
選
択
議
定
書
」（IC
C
P
R
,1989
年
）
は
、
今
日
、
世
界
的
な
潮
流
と
な
っ
て
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
死
刑
廃
止
条
項
に
ま
で
?１
）
育
て
、
そ
の
一
方
で
、
東
ア
ジ
ア
の
死
刑
存
置
国
に
対
し
て
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
大
韓
民
国
で
は
、
一
九
八
九
年
以
降
に
お
い
て
一
件
の
死
刑
執
行
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
韓
国
の
死
目
次
序
人
間
の
尊
厳
と
相
対
的
無
期
刑
一
．
死
刑
違
憲
論
㈠
韓
国
憲
法
第
三
七
条
二
項
の
意
義
㈡
台
湾
の
「
絶
対
的
死
刑
条
項
」
批
判
㈢
政
治
犯
二
．
死
刑
制
限
論
㈠
中
国
の
非
暴
力
犯
罪
に
対
す
る
死
刑
制
限
㈡
国
際
規
約「
最
も
重
大
な
犯
罪
」（the m
ost serious crim
es
）
の
厳
格
解
釈
三
．
死
刑
に
代
わ
る
べ
き
刑
罰
㈠
中
国
の
「
死
緩
刑
」
に
よ
る
代
替
㈡
韓
国
に
お
け
る
「
絶
対
的
終
身
刑
」
の
提
唱
結
結
び
に
代
え
て
…
…
死
刑
囚
の
権
利
と
「
司
法
的
寛
容
」
?
）
三
三
六
三
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
二
号
）
刑
廃
止
運
動
は
確
か
な
結
実
を
?２
）
み
せ
、
実
定
法
化
の
う
ね
り
と
な
っ
て
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
は
「
死
刑
廃
止
に
関
す
る
特
別
法
案
」
が
国
会
議
員
の
過
半
数
の
署
名
を
も
っ
て
韓
国
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
会
期
満
了
の
た
め
法
案
は
不
成
立
に
終
わ
っ
た
が
、
国
会
議
員
の
過
半
数
が
死
刑
廃
止
に
賛
同
し
た
と
い
う
事
実
は
、
死
刑
に
代
わ
る
代
替
刑
問
題
の
行
方
が
不
明
で
あ
る
に
せ
よ
、
こ
の
国
に
死
刑
廃
止
が
早
晩
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
見
さ
?３
）
せ
る
。
ま
た
台
湾
に
お
け
る
死
刑
執
行
数
は
、
一
九
九
八
年
に
三
二
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
〇
二
年
に
は
九
人
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
今
日
、
人
権
擁
護
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
絶
対
的
死
刑
に
対
す
る
改
正
案
が
検
討
さ
れ
、
「
人
権
基
本
法
」
が
国
会
へ
上
程
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
十
一
月
の
『
死
刑
廃
止
に
関
す
る
台
湾
法
務
部
の
方
針
』
に
よ
れ
ば
、「
台
湾
政
府
は
、
人
権
は
国
家
の
基
盤
で
あ
る
と
考
え
、
死
刑
に
関
す
る
法
制
度
に
つ
い
て
細
部
に
わ
た
り
検
討
し
て
き
た
。
…
…
政
府
は
目
下
の
対
策
と
し
て
死
刑
の
対
象
範
囲
を
縮
小
す
る
た
め
、
絶
対
死
刑
か
ら
選
択
的
死
刑
へ
の
移
行
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
死
刑
の
完
全
廃
止
へ
向
け
て
死
刑
の
代
替
案
も
実
現
さ
せ
る
」
と
声
明
し
て
?４
）
い
る
。
こ
の
よ
う
な
台
湾
の
動
向
は
、
対
岸
の
社
会
主
義
中
国
が
も
つ
死
刑
?５
）
制
度
と
は
際
立
っ
た
相
違
を
み
せ
て
い
る
。
韓
国
や
台
湾
に
お
け
る
死
刑
廃
止
論
の
根
底
に
み
ら
れ
る
の
は
「
人
間
の
尊
厳
」（dignity
 
of m
an,W
urde
 
des
 
M
enschen,
dignitas hom
inis
）の
思
想
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
両
国
の
優
れ
た
死
刑
廃
止
論
者
沈
在
宇
教
授
、
蘇
俊
雄
教
授
な
ど
の
主
張
に
は
、
カ
ン
ト
哲
学
に
導
か
れ
た
確
固
と
し
た
「
人
間
の
尊
厳
論
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
く
、
人
間
は
人
格
（persona
）
と
し
て
自
己
目
的
的
存
在
で
あ
り
、
人
格
の
本
質
は
自
律
性
に
あ
る
、
と
す
る
。
こ
こ
に
自
律
性
と
は
、
人
間
が
自
己
の
理
性
を
通
じ
て
、
自
己
立
法
、
自
己
処
分
、
自
己
目
的
設
定
な
ど
を
自
律
的
に
す
る
こ
と
の
道
徳
的
自
由
を
意
味
し
、
こ
の
道
徳
的
自
由
を
駆
使
す
る
こ
と
の
で
き
る
理
性
的
能
力
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
、
人
間
の
人
間
と
し
て
の
尊
厳
が
宿
っ
て
い
る
。
こ
の
人
間
を
目
的
と
し
て
尊
重
す
る
こ
と
な
く
、
単
純
な
手
段
と
し
て
利
用
す
れ
ば
、
そ
れ
は
自
律
性
に
根
拠
す
る
人
間
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
刑
罰
と
し
て
の
死
刑
は
、
人
間
を
国
家
目
的
の
た
め
の
手
段
と
し
て
使
用
す
る
も
の
で
、
?
）
四
三
六
四
死
刑
廃
止
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
人
間
の
人
間
と
し
て
の
尊
厳
と
価
値
を
侵
害
す
る
刑
罰
制
度
で
あ
っ
て
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
立
場
こ
そ
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
（G
ustav R
adbruch
）
が
超
個
人
主
義
的
な
権
威
主
義
国
家
に
よ
る
死
刑
制
度
を
批
判
す
る
さ
い
の
、
そ
の
根
底
に
す
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
?６
）
あ
る
。
こ
の
「
人
間
の
尊
厳
」
の
思
想
が
、
す
で
に
実
定
法
上
の
礎
石
と
な
り
憲
法
上
の
原
則
と
な
っ
て
久
し
い
。
と
く
に
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
第
一
条
が
「
人
間
の
尊
厳
は
不
可
侵
で
あ
る
。
こ
れ
を
尊
重
し
、
か
つ
、
保
護
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
国
家
権
力
の
義
務
で
あ
る
」
と
規
定
し
、
さ
ら
に
第
一
〇
二
条
は
、「
死
刑
は
廃
止
さ
れ
た
も
の
と
す
る
」
と
定
め
て
い
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
規
定
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
死
刑
の
再
導
入
は
法
律
に
よ
っ
て
行
え
な
い
ば
か
り
か
、
基
本
法
第
七
九
条
三
項
が
第
一
条
等
の
基
本
原
則
の
変
更
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
規
定
と
相
俟
っ
て
、
も
は
や
死
刑
廃
止
は
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
た
。
法
実
証
主
義
下
の
不
法
な
人
権
侵
害
を
経
験
し
た
ド
イ
ツ
は
、
こ
の
よ
う
に
「
人
間
の
尊
厳
」
を
憲
法
の
原
理
に
据
え
て
死
刑
廃
止
に
踏
み
切
っ
た
が
、
併
せ
て
一
九
四
九
年
に
そ
の
代
替
刑
と
し
て
「
仮
釈
放
の
な
い
絶
対
的
終
身
刑
」
を
施
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
果
た
し
て
死
刑
囚
に
対
す
る
「
仮
釈
放
の
な
い
」
刑
罰
は
人
間
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。
こ
の
間
、
ド
イ
ツ
で
は
、
三
〇
年
に
お
よ
ぶ
真
摯
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
末
、
つ
い
に
一
九
七
八
年
に
至
り
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
い
わ
く
、
も
と
よ
り
、
死
刑
の
代
替
刑
と
し
て
終
身
刑
の
選
択
は
憲
法
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
終
身
刑
で
あ
ろ
う
と
そ
の
執
行
に
際
し
て
人
間
の
尊
厳
を
破
壊
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
違
憲
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
く
、
た
と
え
そ
れ
が
終
身
刑
に
処
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
も
、
本
質
的
に
は
再
び
自
由
を
と
り
も
ど
す
可
能
性
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
終
に
一
九
八
一
年
、
ド
イ
ツ
第
一
九
回
刑
法
改
正
に
お
い
て
、
改
め
て
人
間
の
尊
厳
を
再
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
死
刑
代
替
刑
と
し
て
「
仮
釈
放
の
可
能
な
相
対
的
無
期
刑
」
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
五
年
以
上
の
刑
の
執
行
と
再
犯
の
可
能
性
が
な
い
と
い
う
条
件
を
満
た
す
場
合
に
限
っ
て
、
?
）
五
三
六
五
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
二
号
）
終
身
刑
に
仮
釈
放
が
適
用
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
?７
）
い
る
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
死
刑
代
替
刑
が
導
入
さ
れ
て
?８
）
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
相
対
的
無
期
刑
へ
の
進
展
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
の
死
刑
廃
止
に
向
け
た
法
改
革
に
確
か
な
影
響
を
与
え
、
そ
の
指
針
と
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
中
国
に
お
け
る
死
刑
廃
止
へ
の
道
程
に
は
い
ま
だ
厳
し
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
経
済
犯
罪
な
ど
非
暴
力
犯
罪
に
対
す
る
死
刑
の
適
用
は
、
中
国
の
死
刑
制
度
の
特
色
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
中
国
に
は
、
パ
ン
ダ
の
毛
皮
の
闇
取
引
、
密
輸
し
た
者
を
死
刑
に
処
す
る
『
パ
ン
ダ
の
密
輸
者
お
よ
び
毛
皮
の
闇
取
引
、
密
輸
出
し
た
犯
罪
者
に
対
し
て
法
律
に
よ
り
厳
し
く
処
罰
す
る
こ
と
に
関
す
る
通
知
』（
一
九
八
七
年
、
最
高
人
民
法
院
）
が
あ
る
。
こ
の
『
通
知
』に
対
し
て
人
間
の
尊
厳
を
説
く
研
究
者
に
よ
っ
て
鋭
い
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
こ
の
規
定
は
、
野
生
動
物
を
保
護
す
る
重
要
性
を
一
面
的
に
強
調
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
人
間
に
対
す
る
保
護
を
軽
視
し
、
一
人
の
人
間
の
命
が
一
枚
の
パ
ン
ダ
の
毛
皮
に
劣
る
と
い
う
こ
と
を
宣
布
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
人
間
と
動
物
、
人
間
と
財
産
を
比
べ
、
ど
ち
ら
が
重
要
で
あ
ろ
う
か
。
人
間
の
価
値
は
動
物
や
財
産
よ
り
貴
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
主
義
国
家
は
人
民
の
国
で
あ
る
か
ら
、
人
間
を
も
っ
と
も
よ
く
保
護
し
、
人
間
の
価
値
を
尊
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
刑
事
立
法
や
司
法
解
釈
に
お
い
て
、
人
間
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
を
貫
徹
す
べ
き
で
あ
?９
）
ろ
う
」
と
。
こ
の
訴
え
に
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
死
刑
廃
止
論
の
原
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
拙
訳
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
死
刑
廃
止
論
考
」
㈠
㈡
㈢
に
編
ま
れ
た
中
国
、
韓
国
、
台
湾
の
諸
説
を
中
心
に
、
そ
の
国
々
に
固
有
な
死
刑
廃
止
の
問
題
点
を
と
り
あ
げ
て
、
一
．
死
刑
違
憲
論
、
二
．
死
刑
制
限
論
、
三
．
死
刑
に
代
わ
る
べ
き
刑
罰
と
し
て
中
国
の
死
緩
刑
を
検
討
し
、
結
び
に
代
え
て
、
死
刑
囚
に
対
す
る
再
審
請
求
権
、
恩
赦
請
求
権
を
め
ぐ
っ
て
「
司
法
的
寛
容
」
を
提
唱
し
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
に
お
け
る
死
刑
廃
止
へ
の
道
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
?
）
六
三
六
六
死
刑
廃
止
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
註?１
）
欧
州
連
合
憲
法
協
議
会
の
「
欧
州
憲
法
草
案
」（
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
第
二
部
「
連
合
基
本
権
憲
章
」
第
二
条
「
生
命
権
」
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
①
す
べ
て
の
人
間
は
生
命
へ
の
権
利
を
有
す
る
。
②
何
人
も
死
刑
を
宣
告
さ
れ
、
ま
た
は
執
行
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。」
こ
の
こ
と
は
、
ご
く
近
い
将
来
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
す
べ
て
が
死
刑
廃
止
国
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
見
さ
せ
る
。
バ
イ
テ
ル
石
川
・
ア
ン
ナ
（
二
〇
〇
三
）
一
六
〇
。
?２
）
金
日
秀
（
一
九
八
九
）
一
五
六
〜
一
六
七
。
国
連
で
は
五
年
以
上
の
死
刑
執
行
停
止
は
「
事
実
上
の
廃
止
国
」
に
い
れ
て
お
り
、
韓
国
は
事
実
上
の
廃
止
国
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
菊
田
幸
一
（
二
〇
〇
五
）
三
〇
三
。
?３
）
韓
寅
（
一
九
九
九
）
八
〇
。
翻
訳
に
伴
う
原
著
者
の
補
足
「
最
近
の
情
勢
」（
二
〇
〇
四
）
参
照
。
韓
国
の
「
死
刑
廃
止
に
関
す
る
特
別
法
案
」
に
つ
い
て
は
宋
台
植
訳
（
二
〇
〇
一
）
を
参
照
。
?４
）
死
刑
廃
止
に
関
す
る
台
湾
法
務
部
の
方
針
」（
二
〇
〇
三
・
一
一
）
年
報
・
死
刑
廃
止
〇
四
、
二
四
九
〜
二
五
〇
。
こ
の
よ
う
な
改
革
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
に
、「
台
湾
死
刑
廃
止
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」（
二
〇
〇
一
・
六
・
二
四
〜
二
六
）
の
天
主
教
輔
仁
大
学
国
際
学
術
研
討
会
報
告
論
文
集
（
二
〇
〇
一
）
が
あ
る
。
?５
）
中
国
の
死
刑
制
度
概
要
と
死
刑
条
項
の
運
用
実
態
に
つ
い
て
は
、
宇
田
川
幸
則
（
二
〇
〇
四
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
?６
）
沈
在
宇
教
授
（
一
九
九
八
）
一
二
四
。G
ustav R
adbruch
(1973)258ff.
台
湾
の
蘇
俊
雄
教
授
（
二
〇
〇
〇
）
九
二
〜
九
三
は
超
個
人
主
義
法
律
観
に
お
け
る
死
刑
制
度
を
批
判
し
て
い
る
。
犯
罪
者
の
良
心
と
い
か
に
向
き
合
う
か
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
教
育
刑
主
義
に
つ
い
て
、R
adbruch
(1961)a,50ff.
?７
）
「
希
望
の
な
い
人
間
は
、
何
ら
意
味
の
あ
る
こ
と
を
な
す
こ
と
が
で
き
ず
、
刑
罰
も
ま
た
そ
の
理
念
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」
こ
れ
は
、
「
仮
釈
放
の
な
い
絶
対
的
終
身
刑
」を
否
定
し
、「
仮
釈
放
の
あ
る
相
対
的
終
身
刑
」を
説
く
Ａ
・
カ
ウ
フ
マ
ン
の
言
葉
で
あ
る
。A
rthur K
aufm
ann
(1976)1ff.
第
二
〇
次
刑
法
変
更
法
律
に
よ
っ
て
、
最
短
服
役
期
間
は
一
五
年
と
定
め
ら
れ
た
。（
第
五
七
条
ａ
一
項
一
号
）
ド
イ
ツ
に
お
け
る
相
対
的
終
身
刑
へ
の
経
緯
、
と
く
に
「
一
九
七
七
年
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
田
中
開
（
一
九
八
三
）
五
三
に
詳
し
い
。
?８
）jean Im
bert(1993)106.
一
九
八
一
年
の
第
八
一
｜
九
〇
八
ｂ
号
法
で
、「
死
刑
は
廃
止
さ
れ
」、「
死
刑
を
予
定
し
て
い
た
現
行
法
の
条
文
に
お
い
て
は
、
こ
の
刑
の
援
用
は
当
該
犯
罪
の
性
質
に
応
じ
て
終
身
懲
役
刑
ま
た
は
終
身
禁
固
刑
の
援
用
に
代
え
ら
れ
る
」
と
規
定
し
た
。
そ
し
て
、
一
定
の
条
件
の
下
で
（
一
五
年
執
行
経
過
後
仮
釈
放
後
）
釈
放
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。（
刑
事
訴
訟
法
第
七
二
九
条
三
項
。）
ジ
ャ
ン
・
ア
ン
ベ
ー
ル
（
一
?
）
七
三
六
七
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
二
号
）
九
九
七
）
一
二
二
。
死
刑
制
度
の
世
界
と
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
、
辻
本
衣
佐
（
二
〇
〇
一
）
九
七
に
よ
る
。
?９
）
李
雲
龍
・
沈
徳
（
一
九
九
二
）
一
三
〇
。
一
．
死
刑
違
憲
論
こ
こ
に
死
刑
違
憲
論
と
は
、
刑
法
等
に
定
め
ら
れ
て
い
る
死
刑
条
項
が
当
該
国
の
憲
法
の
人
権
規
定
等
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
主
張
で
あ
っ
て
、
死
刑
廃
止
論
の
も
っ
と
も
根
本
的
か
つ
原
則
的
問
題
で
?10
）
あ
る
。
死
刑
違
憲
論
は
台
湾
や
韓
国
に
お
い
て
積
極
的
に
説
か
れ
て
い
る
が
、
社
会
主
義
中
国
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
死
刑
違
憲
論
を
展
開
す
る
論
考
は
少
な
い
と
い
え
よ
う
。
た
だ
最
近
、
中
国
で
憲
法
に
「
国
民
は
生
命
権
を
有
す
る
」、「
残
酷
な
刑
罰
は
こ
れ
を
禁
止
す
る
」等
の
条
項
が
な
い
の
は
、
憲
法
上
の
欠
陥
で
は
な
い
か
、
と
問
う
果
敢
な
主
張
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
人
劉
仁
文
教
授
は
、
こ
れ
ら
の
条
項
を
憲
法
に
規
定
し
、
ま
た
憲
法
裁
判
所
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
刑
の
制
限
な
い
し
廃
止
を
推
進
す
べ
き
だ
と
訴
え
て
?11
）
い
る
。
以
下
で
は
、
韓
国
と
台
湾
に
お
け
る
違
憲
議
論
の
一
側
面
を
概
観
し
た
い
。
註
?10
）
早
く
か
ら
木
村
亀
二
（
一
九
四
八
）
に
よ
っ
て
、
憲
法
の
平
和
主
義
と
死
刑
制
度
の
「
深
刻
な
矛
盾
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
?11
）
劉
仁
文
（
二
〇
〇
四
）
三
四
。
三
六
八
死
刑
廃
止
へ
の
道
（
鈴
?
）
八
）
夫
木
敬
行
ず
れ
た
枠
ト
ル
★
ら
こ
の
★
㈠韓
国
憲
法
第
三
七
条
二
項
の
意
義
ま
ず
、
韓
国
憲
法
一
〇
条
は「
す
べ
て
国
民
は
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
と
価
値
を
有
し
、
幸
福
を
追
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。
国
家
は
、
個
人
の
有
す
る
不
可
侵
の
基
本
的
人
権
を
確
認
し
、
こ
れ
を
保
障
す
る
義
務
を
負
う
」
と
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
第
一
二
条
一
項
は
「
す
べ
て
国
民
は
人
身
の
自
由
を
有
す
る
（
略
）」、
第
三
七
条
一
項
「
国
民
の
自
由
と
権
利
は
、
憲
法
に
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
の
下
に
、
軽
視
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」、
同
第
二
項
は「
国
民
の
す
べ
て
の
自
由
と
権
利
は
、
国
家
安
全
保
障
、
秩
序
維
持
ま
た
は
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
必
要
な
場
合
に
限
り
、
法
律
に
よ
る
制
限
が
可
能
で
あ
る
が
、
制
限
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
自
由
と
権
利
の
本
質
的
な
内
容
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
沈
在
宇
教
授
は
い
う
。
第
一
二
条
一
項
に
い
う
「
人
身
の
自
由
」
は
ま
さ
に
?
生
命
権
の
自
由
?
を
前
提
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
生
命
権
は
、
憲
法
第
三
七
条
一
項
の
「
国
民
の
権
利
」
は
、「
憲
法
に
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
の
下
に
軽
視
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
る
?
憲
法
に
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
?
権
利
の
一
つ
に
み
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
人
間
の
生
命
権
は
そ
の
制
限
対
象
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
制
限
範
囲
に
す
ら
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
生
命
権
は
絶
対
的
に
不
可
分
な
人
権
と
し
て
、
そ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
そ
れ
を
剥
奪
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
生
命
権
に
関
す
る
そ
の
規
定
は
、
つ
ね
に
「
自
由
と
権
利
の
本
質
的
内
容
を
侵
害
」（
第
三
七
条
二
項
後
段
）
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
死
刑
は
人
間
の
生
命
権
を
侵
害
す
る
刑
罰
と
し
て
憲
法
に
違
反
す
る
も
の
で
?12
）
あ
る
。
こ
の
主
張
こ
そ
、
韓
国
に
お
け
る
数
多
く
み
ら
れ
る
死
刑
違
憲
論
の
基
調
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
軍
法
法
廷
に
お
い
て
一
定
の
条
件
を
前
提
に
死
刑
の
宣
告
を
例
外
的
に
認
め
て
い
る
韓
国
憲
法
第
一
一
〇
条
第
四
項
の
「
但
し
書
き
」
に
関
す
る
批
判
が
み
ら
れ
る
。
許
一
泰
教
授
は
、
こ
の
「
但
し
書
き
」
は
、
な
に
よ
り
も
憲
法
の
根
本
精
神
な
い
し
根
本
規
範
と
い
え
る
憲
法
第
一
〇
条
と
第
三
七
条
二
項
の
但
し
書
き
か
ら
み
て
、
憲
法
上
の
矛
盾
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
憲
法
の
根
本
精
神
は
?
）
九
三
六
九
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
二
号
）
人
間
の
尊
厳
へ
の
保
障
で
あ
り
、
尊
厳
へ
の
保
障
が
人
間
の
生
命
尊
重
を
前
提
に
し
て
い
る
以
上
、
こ
れ
に
反
す
る
従
属
的
条
文
で
あ
る
第
一
一
〇
条
第
四
項
に
「
但
し
書
き
」
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
憲
法
裁
判
所
の
多
数
意
見
が
こ
れ
を
死
刑
制
度
の
合
憲
性
の
根
拠
と
み
な
す
に
は
無
理
が
あ
る
。
確
か
に
、
憲
法
一
一
〇
条
四
項
の
「
但
し
書
き
」
も
ま
た
憲
法
的
地
位
を
も
つ
法
規
範
で
あ
る
に
せ
よ
、
こ
れ
を
も
し
合
憲
と
認
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
上
位
規
定
た
る
憲
法
の
根
本
価
値
の
保
護
規
定
、
す
な
わ
ち
第
一
〇
条
と
第
三
七
条
二
項
に
反
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
?13
）
あ
る
。
韓
国
の
死
刑
違
憲
論
に
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
一
条
の
「
人
間
の
尊
厳
は
不
可
侵
で
あ
る
」
を
継
承
し
た
韓
国
憲
法
第
一
〇
条
に
対
す
る
深
い
確
信
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
註
?12
）
沈
在
宇
（
一
九
九
八
）
一
二
三
、
一
二
六
。
韓
国
の
死
刑
違
憲
論
は
、
憲
法
裁
判
所
の
死
刑
合
憲
決
定
に
対
す
る
批
判
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
批
判
は
、
死
刑
を
「
公
共
の
福
祉
」
に
よ
る
生
命
権
の
制
約
と
し
て
正
当
化
で
き
る
か
が
問
わ
れ
る
。
だ
か
日
本
の
「
内
在
的
制
約
説
」
に
み
ら
れ
る
「
公
共
の
福
祉
」
を
人
権
に
内
在
す
る
限
界
の
問
題
と
し
て
論
及
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
平
川
旨
信
（
一
九
九
六
）
七
五
を
参
照
。
?13
）
許
一
泰
（
一
九
九
八
）
四
九
九
〜
四
五
〇
。
㈡
台
湾
の
「
絶
対
的
死
刑
条
項
」
批
判
台
湾
に
み
ら
れ
る
死
刑
違
憲
論
に
は
、
二
つ
の
類
型
が
あ
る
。
一
つ
は
死
刑
条
項
の
違
憲
性
を
問
う
も
の
で
あ
り
、
他
は
、
台
湾
に
特
徴
的
な
「
死
刑
条
項
の
絶
対
性
」、
す
な
わ
ち
「
唯
一
的
死
刑
」
の
違
憲
性
を
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。
先
ず
、
死
刑
条
項
そ
の
も
の
が
憲
法
を
逸
脱
し
て
い
る
と
す
る
論
拠
に
、
中
華
民
国
憲
法
一
五
条
に
定
め
る
「
人
民
の
生
存
権
、
労
働
権
お
よ
び
財
産
権
は
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
規
定
、
お
よ
び
第
二
三
条
の
「
以
上
の
各
条
に
列
挙
し
た
自
由
お
よ
び
権
利
?
）
一
〇
三
七
〇
死
刑
廃
止
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
は
、
他
人
の
自
由
を
妨
害
す
る
こ
と
を
防
止
し
、
緊
急
避
難
を
回
避
し
、
社
会
秩
序
を
維
持
し
、
ま
た
は
公
共
の
利
益
を
増
進
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
法
律
を
以
っ
て
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
を
掲
げ
る
。
こ
れ
ら
の
条
文
を
厳
格
に
解
釈
す
れ
ば
、
ま
さ
に
第
二
三
条
後
段
に
い
う
「
制
限
」
の
意
味
は
、
こ
れ
が
決
し
て
「
剥
奪
」
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
台
湾
で
は
人
命
を
剥
奪
す
る
死
刑
は
違
憲
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
く
、
い
ま
や
禁
止
す
る
こ
と
は
当
然
で
?14
）
あ
る
、
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
聖
彭
斐
検
事
の
主
張
は
、
現
下
の
台
湾
の
死
刑
違
憲
論
に
一
定
の
根
拠
を
与
え
て
い
る
。
つ
い
で
、
台
湾
に
お
け
る
「
絶
対
的
死
刑
条
項
」
は
、
海
賊
致
死
罪
（
刑
法
第
三
三
三
条
三
項
）、
海
賊
強
姦
罪
、
身
代
金
目
当
て
の
誘
拐
殺
人
（
刑
法
第
二
三
四
条
、
第
三
四
八
条
一
項
）
等
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
項
に
該
当
す
る
す
べ
て
の
犯
罪
行
為
は
、
犯
罪
情
況
を
問
わ
ず
一
律
に
死
刑
に
処
す
る
と
い
う
も
の
で
?15
）
あ
る
。
蘇
俊
雄
教
授
は
絶
対
的
死
刑
に
つ
い
て
威
嚇
刑
を
阻
止
す
る
観
点
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
い
わ
く
、
一
般
予
防
主
義
か
ら
み
れ
ば
、〞
唯
一
死
刑
〝は
一
般
大
衆
を
威
嚇
し
、
犯
罪
を
阻
止
す
る
こ
と
を
立
法
目
的
と
す
る
。
唯
一
死
刑
の
立
法
で
は
、
そ
の
犯
罪
の
動
機
、
手
段
、
態
様
、
結
果
を
問
わ
ず
、
常
に
生
命
権
を
剥
奪
す
る
方
法
を
以
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
人
権
に
対
す
る
侵
犯
は
極
度
に
達
す
る
。
も
し
、
そ
の
目
的
が
犯
罪
を
威
嚇
し
阻
止
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
威
嚇
や
阻
止
の
効
果
は
い
っ
た
い
ど
う
か
。
こ
の
こ
と
に
何
ら
の
具
体
的
な
科
学
的
証
明
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
立
法
者
の
主
観
的
な
推
量
に
よ
っ
て
威
嚇
阻
止
の
目
的
を
お
よ
そ
達
成
で
き
る
と
す
る
が
、
そ
れ
は
実
際
に
は
生
命
を
剥
奪
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
確
定
で
曖
昧
模
糊
と
し
た
威
嚇
阻
止
の
効
果
と
置
き
換
え
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
?16
）
な
い
、
と
。
威
嚇
刑
に
対
す
る
疑
義
は
台
湾
で
も
広
く
証
明
し
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
罪
刑
相
当
の
原
則
、
立
法
上
の
比
例
の
原
則
か
ら
、〞
絶
対
的
死
刑
〝を
批
判
す
る
者
に
李
震
山
教
授
が
い
る
。
彼
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
死
刑
廃
止
論
に
立
脚
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、
刑
法
は
罪
責
の
原
則
に
拘
束
さ
れ
、
個
々
の
刑
罰
は
犯
罪
行
為
の
?
）
一
一
三
七
一
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
二
号
）
重
大
さ
、
お
よ
び
犯
罪
者
の
罪
責
の
範
囲
と
は
適
当
に
比
例
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
罪
刑
相
当
の
原
則
）
の
で
、
法
治
国
家
の
刑
法
は
、
い
わ
ゆ
る
絶
対
的
刑
罰
（absolute Strafen
）
を
拒
み
、
相
対
的
（relative
）
な
、
あ
る
い
は
不
完
全
な
（unvollsandige
）
刑
罰
を
と
り
、
裁
判
官
に
犯
罪
行
為
と
罪
責
に
つ
い
て
、
衡
平
を
考
慮
す
る
機
会
を
与
え
る
が
、
死
刑
、
と
り
わ
け
唯
一
死
刑
は
、
絶
対
的
刑
罰
の
具
体
的
な
象
徴
に
ほ
か
な
ら
ず
、
法
治
国
家
の
原
理
に
違
反
し
て
?17
）
い
る
、
と
。
李
震
山
教
授
に
と
っ
て
死
刑
そ
の
も
の
は
、
人
権
の
本
質
的
内
容（M
enschenrechtsw
esensgehalt
）は
侵
害
さ
れ
な
い
と
い
う
原
則
に
反
し
、
正
当
性
を
失
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
し
て
、
立
法
に
お
い
て
絶
対
的
死
刑
を
認
め
る
こ
と
は
、
憲
法
第
二
三
条
の
必
要
性
の
原
則
、
換
言
す
れ
ば
、
立
法
上
の
比
例
原
則
に
反
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
註
?14
）
聖
彭
斐
（
一
九
九
七
）
四
〇
八
。
?15
）
「
死
刑
廃
止
に
関
す
る
台
湾
法
務
部
の
方
針
」
年
報
・
死
刑
廃
止
二
〇
〇
四
に
よ
れ
ば
、「
強
盗
管
理
処
罰
法
」
が
廃
止
さ
れ
（
二
〇
〇
二
年
一
月
三
〇
日
）、
誘
拐
殺
人
罪
に
つ
い
て
は
、
絶
対
死
刑
か
ら
、
死
刑
ま
た
は
終
身
刑
へ
と
改
正
さ
れ
た
。
?16
）
蘇
俊
雄
（
二
〇
〇
〇
）
九
四
。
?17
）
李
震
山
（
二
〇
〇
一
）
一
二
三
。
㈢
政
治
犯
死
刑
違
憲
論
に
関
す
る
最
後
の
論
点
は
、「
政
治
犯
」と
さ
れ
た
者
に
対
す
る
処
刑
で
あ
る
。
人
々
に
思
想
の
自
由
や
表
現
の
自
由
等
を
基
礎
と
す
る
政
治
活
動
の
自
由
が
長
く
否
認
さ
れ
て
い
た
東
ア
ジ
ア
の
現
代
史
を
顧
み
る
と
、
と
く
に
韓
国
に
お
け
る
死
刑
の
政
治
的
濫
用
、
政
治
犯
に
対
す
る
処
刑
の
悲
劇
は
、
必
ず
や
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
?18
）
ろ
う
。
な
か
で
も
分
断
国
家
と
い
う
韓
国
に
特
殊
?
）
一
二
三
七
二
死
刑
廃
止
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
な
政
治
状
況
が
、
政
治
犯
と
い
う
〞
人
為
的
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
冤
罪
〝
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
許
一
泰
教
授
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
「
死
刑
制
度
の
存
在
は
、
権
威
主
義
的
統
治
を
続
け
て
き
た
韓
国
に
お
い
て
、
権
威
主
義
的
政
府
が
権
力
強
化
を
主
な
目
的
と
し
て
、
些
細
な
事
件
を
政
治
的
に
大
事
件
の
ご
と
く
捏
造
し
て
死
刑
宣
言
を
行
い
、
虚
偽
の
操
作
に
よ
っ
て
民
主
主
義
者
や
政
敵
を
除
去
し
、
持
続
的
に
政
権
を
掌
握
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
」
と
指
摘
?19
）
す
る
。
一
方
、
韓
寅
教
授
も
「
韓
国
に
お
け
る
死
刑
の
実
態
」
を
検
証
し
、
い
わ
く
、
①
執
権
勢
力
が
政
治
的
反
対
勢
力
を
粉
砕
す
る
た
め
、
死
刑
が
政
治
的
テ
ロ
ル
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
②
裁
判
の
適
法
性
が
正
常
に
保
障
さ
れ
な
い
情
況
、
ま
さ
に
非
常
事
態
を
利
用
し
て
司
法
権
が
極
め
て
萎
縮
し
た
場
合
に
死
刑
が
宣
告
さ
れ
る
。
③
死
刑
の
執
行
が
驚
く
べ
き
ス
ピ
ー
ド
で
実
施
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
政
治
的
目
的
を
速
や
か
に
達
成
し
よ
う
と
す
る
意
図
、
救
命
運
動
の
可
能
性
を
事
前
に
封
鎖
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
、
と
論
じ
て
?20
）
い
る
。
両
教
授
の
指
摘
か
ら
す
れ
ば
、
国
会
議
員
の
過
半
数
の
支
持
を
得
て
「
死
刑
廃
止
に
関
す
る
特
別
法
案
」
が
韓
国
国
会
に
上
程
さ
れ
た
背
景
が
判
然
と
し
よ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
中
国
の
死
刑
制
度
の
特
色
を
現
す
も
の
に
「
執
行
猶
予
つ
き
死
刑
」
制
度
が
あ
る
。
台
湾
で
は
、
こ
の
制
度
に
対
し
て
普
及
す
べ
き
制
度
と
し
て
肯
定
す
る
立
場
が
見
ら
れ
る
?21
）
反
面
、
鋭
い
批
判
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
の
司
法
が
行
政
か
ら
独
立
し
て
い
な
い
状
況
の
下
で
、
死
刑
が
異
端
分
子
に
対
処
す
る
武
器
、
報
復
の
道
具
と
化
し
て
お
り
、
そ
の
反
対
に
特
権
分
子
に
対
す
る
「
執
行
猶
予
つ
き
死
刑
」
を
科
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
刑
の
執
行
を
回
避
さ
せ
る
可
能
性
も
見
ら
れ
る
。
も
し
中
国
共
産
党
が
こ
の
制
度
を
恣
意
的
に
運
用
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ま
さ
に
人
間
の
尊
厳
を
侮
辱
す
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
?22
）
い
か
、
と
。
い
ま
も
っ
て
死
刑
の
政
治
的
濫
用
は
、
東
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
、
世
界
に
お
け
る
廃
絶
す
べ
き
最
大
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
思
想
に
対
す
る
処
罰
は
決
し
て
許
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
?
）
一
三
三
七
三
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
二
号
）
註?18
）
韓
国
で
は
、
か
つ
て
政
治
犯
と
し
て
死
刑
判
決
を
受
け
た
経
験
を
も
つ
金
大
中
氏
が
大
統
領
に
就
任
（
一
九
九
八
）
し
て
以
降
、
そ
の
後
の
大
統
領
も
こ
れ
を
継
承
し
死
刑
の
執
行
が
停
止
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
の
政
治
犯
を
考
察
し
た
も
の
と
し
て
、
許
一
泰
教
授
は
六
・
二
五
当
時
の
「
漢
江
鉄
橋
爆
破
事
件
」
等
を
詳
細
に
紹
介
し
、
韓
国
で
は
こ
う
し
た
誤
判
は
少
な
く
な
い
と
し
て
、
韓
国
の
裁
判
官
の
三
五
％
が
一
回
以
上
の
誤
判
経
験
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
許
一
泰
（
一
九
九
八
）
四
五
六
（
一
八
）。
こ
の
他
、「
政
治
的
手
段
と
し
て
の
死
刑
制
度
」
を
指
摘
し
た
金
政
友
（
一
九
九
九
）
一
一
〇
〜
一
一
一
。
?19
）
許
一
泰
（
一
九
九
八
）
四
五
七
。
?20
）
韓
寅
（
一
九
九
九
）
六
〇
。
?21
）
甘
添
貴
（
一
九
八
〇
）
一
二
。
?22
）
蔡
銘
（
一
九
七
八
）
一
〇
二
。
李
震
山
（
二
〇
〇
一
）
一
三
〇
。
二
．
死
刑
制
限
論
「
我
が
国
の
死
刑
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
廃
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
適
用
を
厳
格
に
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
我
が
国
で
は
、
死
刑
を
制
限
す
る
こ
と
が
当
面
の
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
死
刑
の
廃
止
は
刑
罰
の
緩
和
が
前
提
と
な
る
。
刑
法
の
改
革
を
行
い
、
し
だ
い
に
刑
罰
の
残
虐
性
を
緩
和
し
、
死
刑
廃
止
を
議
事
日
程
に
載
せ
る
よ
う
に
?23
）
す
る
。」
こ
れ
は
中
国
を
代
表
す
る
刑
法
研
究
者
、
陳
興
良
教
授
の
見
解
で
あ
っ
て
、
中
国
に
お
け
る
死
刑
制
限
論
の
一
角
を
占
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
作
俊
教
授
に
よ
っ
て
、
死
刑
司
法
の
公
正
な
執
行
の
た
め
に
、
刑
事
裁
判
官
が
「
法
律
を
厳
格
に
遵
守
し
、
外
部
か
ら
の
妨
害
を
排
除
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
」
が
説
か
れ
、
こ
れ
が
死
刑
を
制
限
す
る
た
め
の
一
つ
の
指
標
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
?24
）
す
る
。
中
国
で
は
、「
裁
判
官
法
」（
一
九
九
五
?
）
一
四
三
七
四
死
刑
廃
止
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
年
制
定
）
が
空
文
化
し
て
い
る
実
態
が
指
摘
さ
れ
?25
）
よ
う
。
死
刑
廃
止
へ
の
経
路
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
中
国
の
死
刑
制
限
論
に
は
、
大
略
、
二
つ
の
内
容
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
先
ず
、
中
国
に
お
い
て
「
非
暴
力
的
犯
罪
に
対
す
る
死
刑
の
適
用
を
廃
止
し
よ
う
」
と
い
う
主
張
で
あ
り
、
他
は
国
連
の
「
市
民
的
お
よ
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」（IC
C
P
R
）
第
六
条
二
項
の「
死
刑
を
廃
止
し
て
い
な
い
国
に
お
い
て
は
、
死
刑
は
、
…
…
最
も
重
大
な
犯
罪
に
つ
い
て
の
み
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（in countries w
hich have not abolishend the death penalty,sentence of death
 
m
ay be im
posed only for the m
ost serious crim
es
）
に
つ
い
て
、
こ
の
解
釈
と
適
用
を
明
確
に
し
て
、
中
国
に
お
け
る
死
刑
制
限
論
の
基
準
に
す
え
よ
う
と
す
る
訴
え
で
あ
る
。
註
?23
）
「
当
為
性
の
面
か
ら
言
え
ば
、
私
は
死
刑
廃
止
論
者
で
あ
る
が
、
存
在
性
の
面
か
ら
は
死
刑
存
置
論
者
で
あ
る
。
も
っ
と
正
確
に
言
え
ば
、
私
は
死
刑
制
限
論
者
で
あ
る
。」
陳
興
良
（
二
〇
〇
三
）
三
六
九
。
?24
）
作
俊
（
二
〇
〇
二
ａ
）
一
四
一
。
今
日
、
中
国
に
お
け
る
最
も
体
系
的
な
?
死
刑
制
限
論
?
は
作
俊
（
二
〇
〇
一
）
の
著
作
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
同
著
二
四
一
〜
。
?25
）
鈴
木
賢
（
二
〇
〇
一
）
二
三
九
以
下
。
鈴
木
賢
教
授
は
、
裁
判
官
法
第
八
条
に
い
う
、
裁
判
官
の
権
利
と
し
て
「
法
に
よ
り
案
件
を
審
理
し
、
行
政
機
関
、
社
会
団
体
、
個
人
の
干
渉
を
受
け
な
い
」
と
す
る
条
項
が
お
よ
そ
空
文
化
し
て
い
る
こ
と
を
突
い
て
い
る
。
㈠
中
国
の
非
暴
力
犯
罪
に
対
す
る
死
刑
制
限
ま
ず
経
済
犯
罪
な
ど
非
暴
力
的
犯
罪
に
対
す
る
死
刑
廃
止
を
説
く
趙
志
教
授
の
主
張
に
傾
聴
し
よ
う
。
い
わ
く
、
中
国
の
刑
事
政
策
の
理
念
は
「
で
き
る
か
ぎ
り
殺
さ
な
い
、
死
刑
の
執
行
を
慎
重
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
死
刑
を
執
行
し
な
く
?
）
一
五
三
七
五
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
二
号
）
て
も
よ
い
場
合
に
は
、
死
刑
を
執
行
し
て
は
な
ら
な
い
」（
少
殺
・
慎
殺
・
可
殺
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
毛
沢
東
に
よ
る
「
政
策
に
関
し
て
」
（
一
九
四
八
）以
来
、
一
貫
し
て
い
る
も
の
で
?26
）
あ
る
。
だ
が
、
一
九
九
七
年
の
刑
法
改
正
に
お
い
て
は
、
法
定
の
最
高
刑
が
死
刑
で
あ
る
非
暴
力
犯
罪
は
四
四
種
に
の
ぼ
り
、
全
死
刑
数
六
九
％
を
占
め
て
お
り
、
と
く
に
経
済
犯
罪
や
財
産
犯
罪
な
ど
の
非
暴
力
犯
罪
に
ま
で
広
く
死
刑
を
適
用
し
て
い
る
現
実
は
、
従
来
の
中
国
に
固
有
な
刑
事
政
策
の
理
念
に
反
し
て
い
る
。
現
行
の
死
刑
政
策
か
ら
す
れ
ば
、
死
刑
は
「
犯
罪
行
為
が
き
わ
め
て
重
大
な
犯
罪
者
」（
死
刑
只
活
用
於
罪
行
極
其
厳
重
的
犯
罪
分
子
。
一
九
九
七
年
改
正
）に
限
っ
て
適
用
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
い
わ
ゆ
る
〞
犯
罪
行
為
が
き
わ
め
て
重
大
〝
と
は
、
犯
罪
の
性
質
が
き
わ
め
て
重
く
、
犯
罪
の
程
度
が
き
わ
め
て
重
く
、
犯
罪
者
の
人
身
的
危
険
性
が
き
わ
め
て
重
い
場
合
を
さ
す
。
換
言
す
れ
ば
、
死
刑
は
人
民
、
社
会
、
国
家
の
重
大
な
利
益
を
侵
し
た
き
わ
め
て
重
大
な
犯
罪
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
い
か
に
深
刻
な
非
暴
力
的
犯
罪
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
非
暴
力
で
あ
る
限
り
、
殺
し
て
は
な
ら
な
い
、
殺
す
べ
き
で
は
な
い
場
合
に
属
す
る
と
い
え
よ
う
。「
非
暴
力
犯
罪
と
故
意
殺
人
な
ど
暴
力
犯
罪
の
社
会
的
危
害
性
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
暴
力
犯
罪
の
法
定
最
高
刑
を
死
刑
と
規
定
し
て
い
る
の
は
、
刑
罰
等
価
性
の
原
則
に
反
し
て
?27
）
い
る
」
と
。
こ
の
よ
う
な
非
暴
力
犯
罪
に
対
す
る
死
刑
制
限
論
は
、
一
九
八
二
年
の
経
済
犯
罪
に
対
す
る
死
刑
の
適
用
を
決
定
的
に
し
た
『
経
済
を
重
大
に
破
壊
す
る
犯
罪
者
を
厳
し
く
処
罰
す
る
こ
と
に
関
す
る
決
定
』（
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
）に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
は
や
く
も
一
九
九
二
年
に
は
展
開
さ
れ
て
い
た
。
李
雲
龍
、
沈
徳
教
授
に
よ
る
批
判
論
文
が
そ
れ
で
?28
）
あ
る
。
だ
が
、
当
時
に
お
い
て
は
、
李
雲
龍
等
は
「
非
暴
力
犯
罪
」
の
す
べ
て
を
射
程
に
入
れ
た
制
限
論
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
日
で
は
、
経
済
犯
罪
へ
の
死
刑
の
適
用
は
、
罪
刑
相
当
の
原
則
が
実
現
さ
れ
ず
、
罪
刑
相
当
を
基
礎
と
す
る
現
代
応
報
観
念
に
相
応
し
い
も
の
で
は
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
経
済
犯
罪
の
責
任
は
市
場
経
済
に
対
す
る
総
合
的
な
社
会
管
理
・
予
防
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
不
整
備
に
あ
る
が
、
も
し
経
済
犯
罪
に
死
刑
を
適
用
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
本
来
、
社
会
が
負
う
べ
き
責
任
の
一
部
を
ま
っ
た
く
犯
罪
者
に
転
嫁
す
る
こ
と
に
な
り
、
犯
罪
者
に
と
っ
?
）
一
六
三
七
六
死
刑
廃
止
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
て
不
平
等
で
?29
）
あ
る
、
と
公
然
と
説
か
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
註
?26
）
も
ち
ろ
ん
歴
史
的
背
景
か
ら
、
一
九
四
八
年
以
降
、
こ
の
理
念
の
解
釈
と
適
用
に
動
揺
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
は
中
国
の
刑
事
政
策
の
原
則
で
あ
る
。
郭
道
暉
（
一
九
八
五
）
一
四
二
。
と
く
に
「〞
少
殺
〝
を
堅
持
す
る
方
針
に
つ
い
て
」
を
参
照
。
?27
）
趙
志
（
二
〇
〇
四
ａ
）
一
六
九
。
こ
う
し
た
死
刑
条
項
の
適
用
実
態
を
論
証
し
た
先
行
研
究
と
し
て
宇
田
川
幸
則
（
二
〇
〇
四
）
学
会
報
告
資
料
。
?28
）
李
雲
龍
・
沈
徳
（
一
九
九
二
）
一
八
二
。
さ
ら
に
李
雲
龍
・
沈
徳
（
一
九
九
七
）
一
二
八
。
?29
）
こ
の
よ
う
な
批
判
は
司
法
当
局
内
部
に
も
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
公
安
部
治
安
局
幹
部
で
あ
る
許
成
磊
（
二
〇
〇
四
）
六
七
、
六
八
。
こ
こ
で
は
市
場
経
済
社
会
に
お
け
る
経
済
犯
罪
の
発
生
原
因
と
そ
の
責
任
に
ふ
れ
て
、
多
様
な
学
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
と
照
応
で
き
る
論
文
と
し
て
、
陳
興
良
（
二
〇
〇
一
）
一
二
六
の
市
場
経
済
下
で
多
発
す
る
法
人
犯
罪
分
析
論
が
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
広
く
説
か
れ
て
い
る
経
済
犯
罪
厳
罰
論
に
つ
い
て
は
、
周
其
華
著
（
一
九
九
一
）
が
参
考
に
な
る
。
㈡
国
際
規
約
「
最
も
重
大
な
犯
罪
」（the m
ost serious crim
es
）
の
厳
格
解
釈
そ
れ
で
は
、「
市
民
的
お
よ
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」
第
六
条
二
項
に
い
う
「
最
も
重
大
な
犯
罪
」
を
、
い
か
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
夏
勇
教
授
は
、
こ
の
空
洞
化
し
、
か
つ
曖
昧
な
「
最
も
重
大
な
犯
罪
」
に
対
し
て
、
制
限
的
解
釈
の
基
準
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
非
暴
力
的
な
犯
罪
、
す
な
わ
ち
財
産
犯
、
経
済
犯
、
政
治
犯
を
排
除
す
る
こ
と
、
②
暴
力
的
犯
罪
の
中
か
ら
、
成
人
の
婦
人
に
対
す
る
強
姦
罪
を
排
除
す
る
こ
と
、
③
さ
ら
に
狭
義
の
解
釈
を
施
し
「
最
も
重
大
な
犯
罪
」
を
戦
時
期
に
お
け
る
重
大
な
暴
力
犯
罪
に
限
定
す
る
?30
）
こ
と
。
こ
う
し
た
解
釈
基
準
に
対
し
て
、
陳
澤
憲
教
授
は
、
第
六
条
二
項
の
構
成
要
件
を
よ
り
は
っ
き
り
と
規
定
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
い
う
「
重
大
な
犯
罪
」
の
範
囲
は
、
人
を
死
亡
さ
せ
た
故
意
犯
、
そ
の
他
の
「
き
わ
め
て
重
大
な
結
果
を
引
き
?
）
一
七
三
七
七
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
二
号
）
起
こ
し
た
故
意
犯
」
に
限
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
人
を
死
亡
さ
せ
た
故
意
犯
」
と
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
故
意
の
殺
人
、
謀
殺
で
あ
る
が
、
陳
澤
憲
教
授
が
問
題
視
す
る
の
は
、
具
体
的
な
解
釈
が
例
示
さ
れ
て
い
な
い
「
き
わ
め
て
重
大
な
結
果
を
引
き
起
こ
し
た
故
意
犯
」
の
構
成
要
件
で
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
つ
ぎ
の
三
つ
の
縛
り
が
必
要
条
件
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
①
故
意
に
よ
る
犯
罪
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
き
わ
め
て
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
過
失
犯
や
厳
格
責
任
犯
は
含
ま
れ
な
い
。
②
結
果
犯
な
い
し
実
害
犯
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
現
実
的
な
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
な
い
故
意
犯
は
含
ま
れ
な
い
。
③
犯
罪
の
結
果
が
、
人
を
死
亡
さ
せ
る
以
外
の
、
そ
の
他
の
き
わ
め
て
重
大
な
結
果
で
あ
る
こ
と
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
故
意
犯
の
構
成
要
件
を
厳
格
化
す
る
前
提
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
国
際
規
約
第
六
条
に
関
す
る
全
体
的
解
釈
に
お
い
て
、
国
連
人
権
委
員
会
は
、「
最
も
重
大
な
犯
罪
」と
い
う
文
言
は
、
死
刑
は
き
わ
め
て
例
外
的
な
処
置
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
意
味
し
、
ご
く
限
定
的
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
を
強
調
し
て
い
る
点
で
?31
）
あ
る
。
い
ま
、
上
掲
の
国
際
規
約
第
六
条
二
項
と
、
中
国
刑
法
第
四
八
条
一
項
の
「
死
刑
は
、
犯
罪
行
為
が
き
わ
め
て
重
大
な
犯
罪
者
の
み
適
用
さ
れ
る
」
を
照
合
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
き
わ
め
て
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
国
刑
法
各
則
に
、
死
刑
を
適
用
で
き
る
故
意
犯
に
関
す
る
具
体
的
な
条
項
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
い
わ
ゆ
る
中
国
の
「
犯
罪
行
為
が
き
わ
め
て
重
大
な
犯
罪
者
」
の
範
囲
が
、
上
掲
の
国
際
規
約
第
六
条
二
項
の
「
最
も
重
大
な
犯
罪
」
に
対
す
る
解
釈
の
範
囲
よ
り
さ
ら
に
広
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
中
国
の
〞
き
わ
め
て
重
大
な
犯
罪
行
為
〝
は
「
き
わ
め
て
重
大
な
結
果
を
引
き
起
こ
し
た
」
こ
と
に
限
定
さ
れ
な
い
。
死
刑
の
適
用
を
厳
し
く
制
限
す
る
立
場
か
ら
い
え
ば
、
中
国
刑
法
が
「
犯
罪
行
為
が
き
わ
め
て
重
大
な
犯
罪
者
」
を
規
定
す
る
と
き
、
す
く
な
く
と
も
最
低
基
準
で
あ
る
国
際
規
約
第
六
条
二
項
が
掲
記
す
る
、
い
わ
ゆ
る「
最
も
重
大
な
犯
罪
」に
つ
い
て
の
解
釈
を
厳
守
す
べ
き
で
あ
っ
て
、「
き
わ
め
て
重
大
な
結
果
を
引
き
起
こ
し
て
い
な
い
」故
意
の
犯
罪
を
、
死
刑
の
適
用
範
囲
か
ら
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
犯
罪
の
金
額
は
巨
額
で
は
あ
る
が
、
い
ま
だ
き
わ
め
て
重
大
な
結
果
を
引
き
起
こ
し
て
い
な
い
経
済
?
）
一
八
三
七
八
死
刑
廃
止
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
犯
罪
に
対
し
て
は
、
死
刑
を
適
用
す
べ
き
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
?32
）
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
は
、
最
初
に
趙
志
教
授
に
よ
る
「
非
暴
力
的
犯
罪
」
と
し
て
の
経
済
犯
罪
や
、
陳
澤
憲
教
授
の
「
き
わ
め
て
重
大
な
結
果
を
引
き
起
こ
し
て
い
な
い
」
経
済
犯
罪
に
対
し
て
極
刑
を
回
避
す
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
中
国
に
お
け
る
死
刑
を
制
限
し
、
廃
止
へ
向
け
た
確
か
な
一
里
塚
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
註
?30
）
夏
勇
（
二
〇
〇
〇
）
一
一
一
〜
一
一
二
。
?31
）
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
編
（
一
九
九
〇
）
五
〇
、
三
二
六
。
?32
）
陳
澤
憲
（
二
〇
〇
三
）
三
九
四
。
こ
の
点
に
関
す
る
さ
ら
に
積
極
的
な
指
摘
が
劉
仁
文
（
二
〇
〇
四
）
二
九
〜
三
〇
に
み
ら
れ
る
。
三
．
死
刑
に
代
わ
る
べ
き
刑
罰
二
〇
〇
四
年
一
二
月
、
韓
国
で
は
「
絶
対
的
終
身
刑
」
を
内
容
と
す
る
「
死
刑
廃
止
に
関
す
る
特
別
法
案
」
が
国
会
に
上
程
?33
）
さ
れ
、
台
湾
で
は
死
刑
に
代
替
す
る
終
身
刑
が
法
務
部
の
改
正
方
針
と
し
て
掲
げ
?34
）
ら
れ
、
死
刑
に
代
替
す
る
刑
罰
の
実
定
法
化
が
現
実
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
韓
国
と
台
湾
に
お
け
る
死
刑
制
度
の
改
革
に
比
較
し
て
、
中
国
は
非
暴
力
犯
罪
に
対
す
る
死
刑
廃
止
を
訴
え
る
死
刑
制
限
論
が
積
極
的
に
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
注
目
す
べ
き
動
向
に
、
最
終
的
に
死
刑
を
廃
止
す
る
ま
で
の
代
替
策
と
し
て
特
殊
中
国
的
な
死
刑
制
度
「
死
緩
」（
二
年
執
行
猶
予
つ
き
死
刑
）
を
積
極
的
に
利
用
す
べ
き
こ
と
?
）
一
九
三
七
九
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
二
号
）
が
説
か
れ
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
中
国
に
固
有
な
「
死
緩
刑
」
の
代
替
刑
と
し
て
の
機
能
と
、
韓
国
の
許
一
然
教
授
に
よ
る
中
間
段
階
に
お
け
る
死
刑
代
替
刑
、「
仮
釈
放
の
な
い
絶
対
的
終
身
刑
」
論
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
註
?33
）
許
一
泰
（
二
〇
〇
〇
）
二
三
二
、
二
三
五
。
年
報
・
死
刑
廃
止
（
二
〇
〇
五
）
七
八
〜
八
七
。
な
お
、
日
本
の
「
重
無
期
刑
の
創
設
お
よ
び
死
刑
制
度
調
査
会
の
設
置
等
に
関
す
る
法
律
案
」（
二
〇
〇
三
・
六
）
に
つ
い
て
は
年
報
・
死
刑
廃
止
（
二
〇
〇
三
）
参
照
。
?34
）
「
死
刑
廃
止
に
関
す
る
台
湾
法
務
部
の
方
針
」（
二
〇
〇
三
）
の
「
法
改
正
の
進
展
状
況
」
に
お
い
て
、
代
替
刑
と
し
て
の
「
終
身
刑
に
お
け
る
仮
釈
放
開
始
を
最
低
三
〇
年
と
し
、
懲
役
刑
の
仮
釈
放
の
上
限
も
一
五
年
か
ら
二
〇
年
に
変
更
す
る
」
改
正
案
が
示
さ
れ
て
い
る
。
年
報
・
死
刑
廃
止
（
二
〇
〇
四
）
二
四
九
〜
二
五
〇
。
㈠
中
国
の
「
死
緩
刑
」
に
よ
る
代
替
確
か
に
、
中
国
に
お
け
る
「
死
緩
刑
」
は
韓
国
や
台
湾
に
類
例
の
な
い
特
色
が
?35
）
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
執
行
猶
予
つ
き
死
刑
制
度
」
の
、
概
略
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
死
刑
執
行
猶
予
の
条
件
に
つ
い
て
い
え
ば
、
死
刑
に
処
す
べ
き
犯
罪
者
の
う
ち
、
直
ち
に
執
行
す
べ
き
（
す
な
わ
ち
「
即
時
執
行
死
刑
」）
で
な
け
れ
ば
、
死
刑
を
言
い
渡
す
と
同
時
に
二
年
間
執
行
猶
予
を
宣
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
刑
法
第
四
八
条
一
項
後
段
）
つ
い
で
、
死
刑
執
行
猶
予
の
効
果
に
つ
い
て
い
え
ば
、
死
刑
執
行
猶
予
が
言
い
渡
さ
れ
た
場
合
、
執
行
猶
予
期
間
中
に
、
故
意
の
罪
を
犯
さ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
二
年
満
了
時
に
無
期
懲
役
刑
に
減
刑
す
る
。
さ
ら
に
重
大
な
立
功
の
状
が
あ
る
と
き
は
、
一
五
年
以
上
二
〇
年
未
満
の
有
期
懲
役
に
減
刑
す
る
。
し
か
し
、
故
意
に
罪
を
犯
し
、
そ
の
こ
と
が
審
査
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
た
場
合
、
最
高
人
民
法
院
の
許
可
を
得
て
死
刑
を
執
行
す
る
。（
刑
法
第
五
〇
条
）
そ
し
て
「
二
年
執
行
猶
予
つ
き
死
刑
」
の
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
被
告
人
は
、
長
期
懲
役
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
被
告
人
と
同
様
に
、
重
大
な
犯
罪
者
を
収
容
す
る
刑
務
所
に
拘
禁
さ
れ
、
二
年
間
の
強
制
労
?
）
二
〇
三
八
〇
死
刑
廃
止
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
働
に
従
事
し
、
政
治
教
育
を
施
さ
れ
る
。
一
九
七
九
年
の
刑
法
改
正
で
は
、
猶
予
期
間
内
に
改
悛
の
状
が
確
か
に
あ
る
場
合
は
、
二
年
満
了
後
無
期
懲
役
に
減
刑
さ
れ
る
よ
う
改
め
ら
れ
た
。
つ
い
で
一
九
九
七
年
改
正
の
現
行
法
で
は
〞
故
意
犯
罪
が
な
け
れ
ば
〝
無
期
懲
役
に
、
さ
ら
に
〞
重
大
な
立
功
の
状
が
あ
れ
ば
〝
有
期
懲
役
へ
と
減
刑
さ
れ
る
こ
と
に
な
?36
）
っ
た
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
中
国
の
死
刑
制
限
論
で
は
、
積
極
的
に
経
済
犯
罪
に
対
す
る
死
刑
廃
止
が
説
か
れ
た
が
、
そ
の
論
者
の
一
人
楊
新
培
教
授
は
、
経
済
犯
罪
に
「
死
緩
」
の
適
用
を
主
張
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
経
済
犯
罪
に
対
し
て
一
律
に
死
刑
を
取
り
除
く
条
件
は
ま
だ
熟
し
て
い
な
い
と
す
る
。
だ
が
、
経
済
犯
罪
に
対
し
て
〞
死
緩
〝
を
宣
告
す
べ
き
こ
と
は
経
済
犯
罪
の
性
格
か
ら
み
て
き
わ
め
て
妥
当
で
あ
る
。
経
済
犯
罪
は
も
っ
ぱ
ら
単
純
に
利
益
を
追
求
す
る
犯
罪
で
あ
る
た
め
、
社
会
へ
の
危
害
は
お
も
に
国
家
の
経
済
的
利
益
へ
の
侵
害
と
な
っ
て
現
れ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
他
の
社
会
公
共
の
安
全
に
重
大
な
障
害
を
も
た
ら
す
も
の
の
、
公
民
の
人
身
を
侵
す
犯
罪
と
は
明
白
な
相
違
が
み
ら
れ
、
社
会
の
治
安
に
対
す
る
危
害
か
ら
み
て
も
、
そ
の
他
の
重
大
な
刑
事
犯
の
よ
う
に
直
接
的
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
経
済
犯
自
身
に
対
す
る
改
造
の
可
能
性
は
大
き
く
、
彼
ら
に
〞
死
緩
刑
〝
を
適
用
し
た
と
し
て
も
、
社
会
の
安
定
に
は
何
ら
の
影
響
も
?37
）
な
い
。
楊
新
培
教
授
が
死
緩
刑
の
適
用
を
促
す
の
は
、
経
済
犯
を
「
即
時
執
行
死
刑
」
に
処
す
る
こ
と
な
く
二
年
の
執
行
猶
予
後
に
無
期
刑
か
ら
有
期
刑
へ
と
減
刑
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
社
会
へ
復
帰
さ
せ
る
途
を
開
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
の
主
張
は
、
死
緩
刑
制
度
が
も
つ
減
刑
機
能
を
有
効
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
刑
の
回
避
な
い
し
廃
止
へ
の
行
程
を
一
歩
前
進
さ
せ
よ
う
と
す
る
立
場
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
こ
の
「
死
緩
刑
」
が
も
っ
て
い
る
「
即
時
執
行
死
刑
」
の
適
用
を
少
な
く
す
る
機
能
に
着
目
し
て
、
こ
れ
に
死
刑
代
替
策
と
し
て
一
定
の
役
割
が
あ
る
こ
と
を
説
く
者
の
一
人
に
王
雲
海
教
授
が
い
る
。
彼
は
新
著『
死
刑
の
比
較
研
究
…
…
中
国
、
米
国
、
日
本
』（
二
〇
〇
五
年
）
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
裁
判
所
が
言
い
渡
し
た
死
刑
判
決
の
な
か
で
、「
即
時
執
行
死
刑
」
と
「
二
年
執
行
猶
予
つ
き
死
刑
」
の
割
合
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
異
な
?
）
二
一
三
八
一
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
二
号
）
る
が
、
多
く
の
裁
判
所
で
は
七
四
％
対
二
六
％
で
あ
る（
一
部
に
は
八
五
％
対
一
五
％
も
見
ら
れ
る
）。
つ
ま
り
、
普
通
の
場
合
、
死
刑
事
件
の
約
二
六
％
（
少
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
一
五
％
）
は
、「
二
年
執
行
猶
予
つ
き
死
刑
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
二
年
執
行
猶
予
つ
き
死
刑
」
を
言
い
渡
さ
れ
た
受
刑
者
の
う
ち
、
約
九
九
％
以
上
は
無
期
懲
役
ま
た
は
一
〇
年
か
ら
二
〇
年
未
満
の
有
期
懲
役
に
減
刑
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
一
五
％
以
上
の
死
刑
犯
は
「
二
年
執
行
猶
予
つ
き
死
刑
」
と
い
う
制
度
を
通
じ
て
「
即
時
執
行
死
刑
」
を
免
れ
て
二
年
満
了
後
懲
役
刑
へ
と
減
刑
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
二
年
執
行
猶
予
つ
き
死
刑
」
は
、
死
刑
（
と
く
に
「
即
時
執
行
死
刑
」）
の
適
用
を
少
な
く
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
と
く
に
、
中
国
で
死
刑
が
多
用
さ
れ
て
い
る
状
況
の
も
と
で
、「
二
年
執
行
猶
予
つ
き
死
刑
」
と
い
う
制
度
の
存
在
は
、
こ
う
し
た
機
能
を
果
た
す
場
面
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
か
、
中
国
の
刑
法
学
者
の
多
く
が
、「
二
年
執
行
猶
予
つ
き
死
刑
」を
制
限
す
る
た
め
の
方
策
、
ま
た
は
死
刑
を
最
終
的
に
廃
止
す
る
ま
で
の
代
替
策
と
し
て
高
く
評
価
し
、
そ
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
提
唱
し
て
?38
）
い
る
、
と
。
だ
が
、
死
刑
に
代
替
す
る「
死
緩
刑
」は
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
即
時
に
死
刑
が
執
行
さ
れ
る
死
刑
執
行
率
が
七
四
％（
多
け
れ
ば
八
五
％
）
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
韓
国
や
台
湾
に
お
け
る
「
絶
対
的
終
身
刑
」
等
の
死
刑
代
替
刑
と
し
て
の
機
能
と
は
質
的
な
相
違
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
韓
国
や
台
湾
で
い
う
死
刑
代
替
刑
は
、
ま
ず
現
実
に
死
刑
の
執
行
を
停
止
し
、
国
家
に
よ
る
生
命
の
剥
奪
を
廃
絶
す
る
こ
と
を
目
途
と
す
る
法
制
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、「
二
年
執
行
猶
予
つ
き
死
刑
」と
い
う
制
度
の
存
在
は
、
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
か
っ
た
死
刑
囚
の
一
部
を
「
即
時
執
行
死
刑
」
か
ら
除
外
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
刑
執
行
を
少
な
く
す
る
機
能
を
は
た
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ひ
と
た
び
「
二
年
執
行
猶
予
つ
き
死
刑
」
を
言
い
渡
さ
れ
た
受
刑
者
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
処
刑
さ
れ
る
こ
と
な
く
無
期
懲
役
や
有
期
懲
役
に
減
刑
さ
れ
る
現
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
問
題
は
「
即
時
執
行
死
刑
」
の
対
象
と
な
っ
た
者
へ
の
死
刑
執
行
を
い
か
に
停
止
さ
せ
、
処
刑
さ
れ
る
者
の
数
を
い
か
に
縮
小
で
き
る
か
、
新
た
な
改
善
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
超
個
人
主
義
的
法
政
策
を
掲
げ
る
「
社
会
主
義
的
権
力
社
会
で
あ
る
?39
）
中
国
」
が
、
現
下
、
政
策
遂
行
の
た
め
に
死
刑
を
多
用
し
て
い
る
現
?
）
二
二
三
八
二
死
刑
廃
止
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
状
に
お
い
て
は
、
死
刑
に
代
替
す
る
「
死
緩
刑
」
の
機
能
に
は
未
だ
一
定
の
限
界
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
註
?35
）
?
死
緩
刑
?
は
、「
反
革
命
鎮
圧
運
動
」（
一
九
五
一
）
の
な
か
で
、
反
革
命
分
子
に
対
し
て
強
制
労
働
と
政
治
教
育
を
通
じ
て
、?
改
造
?
を
施
す
法
制
度
と
し
て
設
け
ら
れ
た
極
め
て
政
治
色
の
強
い
制
度
で
あ
っ
た
。
と
く
に
こ
の
点
に
関
す
る
解
説
書
と
し
て
労
改
専
業
教
材
編
輯
部
編
（
一
九
九
二
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
批
判
し
改
革
を
訴
え
る
趙
長
春
（
一
九
九
九
）
六
〜
。
さ
ら
に
作
俊
（
二
〇
〇
四
）
五
二
〜
五
八
等
の
諸
論
文
が
あ
る
。
な
お
七
篇
の
死
緩
刑
に
関
す
る
論
文
を
収
め
た
鈴
木
敬
夫
編
（
一
九
九
四
）
を
参
照
。
?36
）
旧
法
で
は
、
死
刑
を
一
五
年
以
上
〜
二
〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
減
刑
す
る
条
件
は
「
改
悛
の
意
が
あ
り
立
功
の
状
が
あ
る
」
こ
と
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
現
行
法
が
、
そ
れ
を
「
重
大
な
立
功
の
状
が
あ
れ
ば
」
に
変
更
し
た
の
は
、「
二
年
執
行
猶
予
つ
き
死
刑
」
か
ら
有
期
懲
役
へ
の
減
刑
の
道
を
閉
ざ
す
も
の
だ
と
す
る
批
判
が
あ
る
。
作
俊
（
二
〇
〇
一
）
二
八
九
〜
二
九
二
。
?37
）
楊
新
培
（
一
九
九
一
）
七
七
。
?38
）
王
雲
海
著
（
二
〇
〇
五
）
一
二
四
〜
一
四
四
。
と
く
に
一
三
九
〜
一
四
〇
。
こ
の
書
に
は
、
死
緩
刑
制
度
の
功
罪
に
関
す
る
多
く
の
学
説
が
紹
介
さ
れ
、
併
せ
て
王
雲
海
教
授
に
よ
る
独
自
の
実
証
的
研
究
の
成
果
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る
。
作
俊
（
二
〇
〇
四
）
四
八
も
ま
た
、
完
全
に
死
刑
に
代
替
で
き
な
い
に
せ
よ
、
死
緩
刑
を
多
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
死
刑
執
行
の
減
少
と
厳
格
化
に
寄
与
で
き
る
、
と
す
る
。
加
え
て
、
死
刑
を
廃
止
目
途
と
し
つ
つ
、
ま
ず
「
即
時
執
行
死
刑
」
の
対
象
と
な
る
す
べ
て
の
事
件
を
「
二
年
執
行
猶
予
つ
き
死
刑
」
に
処
し
、
死
緩
刑
制
度
に
特
殊
な
役
割
を
活
用
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
劉
仁
文
（
二
〇
〇
四
）
三
二
が
あ
る
。
人
間
の
尊
厳
を
掲
げ
た
寛
容
を
目
途
と
す
る
過
渡
的
な
制
度
と
し
て
の
死
緩
刑
を
説
く
、
張
正
新
著
（
二
〇
〇
四
）
一
五
六
が
あ
る
。
?39
）
「
権
力
社
会
」
と
し
て
の
社
会
主
義
中
国
に
は
、
権
力
の
存
在
と
そ
の
「
政
策
遂
行
の
た
め
に
死
刑
多
用
」
が
み
ら
れ
、
そ
の
国
家
権
力
の
背
景
に
は
「
治
新
国
、
用
軽
典
；
治
平
国
、
用
中
典
；
治
乱
国
、
用
重
典
」
と
い
う
哲
学
が
あ
る
。
王
雲
海
著
（
二
〇
〇
五
）
一
八
四
〜
一
八
七
。
現
下
の
中
国
に
お
い
て
、
は
た
し
て
ど
れ
だ
け
死
緩
刑
に
死
刑
代
替
刑
と
し
て
役
割
を
期
待
で
き
る
か
。
王
雲
海
教
授
は
い
う
。「
死
刑
の
制
限
ま
た
は
廃
止
を
考
え
る
と
き
に
は
、?
二
年
執
行
猶
予
つ
き
死
刑
?
に
過
大
な
期
待
を
よ
せ
る
よ
り
、
む
し
ろ
、
よ
り
抜
本
的
方
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
。
王
雲
海
（
二
〇
〇
〇
）
二
三
三
八
三
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
二
?
）
）
号
は
；
➡
Ｏ
Ｋ
縦
で
正
入
り
ま
し
た
）
（
修
㈡韓
国
に
お
け
る
「
絶
対
的
終
身
刑
」
の
提
唱
死
刑
に
代
替
す
る
刑
罰
と
し
て
、
果
た
し
て
絶
対
的
無
期
刑
に
処
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
相
対
的
無
期
刑
か
。
こ
の
困
難
な
問
題
に
つ
い
て
、
韓
国
で
は
、
早
く
も
二
〇
〇
〇
年
に
、
許
一
泰
教
授
に
よ
っ
て
死
刑
の
代
替
刑
と
し
て
の
絶
対
終
身
刑
に
対
す
る
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
許
一
泰
教
授
は
い
う
。
私
は
も
ち
ろ
ん
死
刑
の
代
替
刑
と
し
て
直
接
に
相
対
的
終
身
刑
制
度
を
設
け
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
現
在
の
韓
国
の
無
期
刑
に
違
憲
性
が
あ
る
な
ど
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
?40
）
以
上
、
死
刑
制
度
を
廃
止
す
る
戦
略
と
し
て
は
、
中
間
段
階
に
お
け
る
死
刑
代
替
刑
、
つ
ま
り
仮
釈
放
の
可
能
性
の
な
い
絶
対
的
無
期
刑
な
い
し
絶
対
的
終
身
刑
を
導
入
す
る
こ
と
が
、
韓
国
の
現
実
に
照
ら
し
て
不
可
避
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、「
死
刑
に
比
べ
る
と
絶
対
的
終
身
刑
は
根
本
的
に
よ
り
人
間
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
死
刑
と
絶
対
的
終
身
刑
に
は
、
死
と
生
の
差
が
あ
る
か
ら
で
?41
）
あ
る
。」こ
れ
は
死
刑
違
憲
論
者
で
あ
る
許
一
泰
教
授
に
よ
る
卓
上
の
空
論
を
避
け
た
苦
渋
の
選
択
と
い
え
よ
う
。
許
一
泰
教
授
の
見
解
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
仮
釈
放
の
可
能
な
相
対
的
無
期
刑
」
を
目
途
と
し
た
主
張
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
?42
）
あ
る
。
許
一
泰
教
授
等
の
訴
え
は
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
に
絶
対
的
終
身
刑
を
代
替
刑
と
し
て
掲
げ
る
「
死
刑
廃
止
に
関
す
る
特
別
法
案
」
第
二
条
と
し
て
国
会
に
上
程
さ
?43
）
れ
た
。
註
?40
）
許
一
泰
（
二
〇
〇
〇
）
二
二
三
は
「
韓
国
に
お
け
る
無
期
刑
の
問
題
点
」
に
お
い
て
、
無
期
囚
を
仮
釈
放
す
る
さ
い
、
彼
が
い
か
に
悪
質
で
あ
り
、
か
つ
反
倫
理
的
な
罪
を
犯
し
た
と
し
て
も
、
受
刑
者
の
犯
罪
に
対
す
る
責
任
と
は
お
よ
そ
関
係
な
く
、
一
律
に
一
〇
年
以
上
服
役
し
、
改
悛
の
情
が
顕
著
で
あ
れ
ば
仮
釈
放
が
適
用
さ
れ
る
点
を
指
摘
す
る
。
併
せ
て
、
本
来
、
裁
判
所
の
管
轄
で
な
さ
れ
る
べ
き
無
期
囚
の
仮
釈
放
が
、
韓
国
で
は
行
政
処
分
で
行
わ
れ
、
そ
れ
も
常
に
合
法
的
な
枠
組
み
の
な
か
で
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
行
政
便
宜
主
義
的
な
発
想
や
政
治
目
的
に
左
右
さ
れ
る
可
能
性
が
大
き
く
、
違
憲
の
疑
い
が
あ
る
、
な
ど
四
点
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
韓
国
で
は
特
別
赦
免
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
仮
釈
放
さ
れ
る
可
能
性
が
高
?
）
二
四
三
八
四
死
刑
廃
止
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
い
こ
と
も
絶
対
的
終
身
刑
の
導
入
を
可
と
す
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
許
一
泰
（
二
〇
〇
〇
）
二
三
〇
、
二
三
四
、
二
三
五
。
?41
）
許
一
泰
（
二
〇
〇
〇
）
二
二
三
。
?42
）
金
澤
文
雄
（
二
〇
〇
四
）
二
三
四
。
金
澤
文
雄
博
士
は
「
二
〇
年
経
過
後
仮
釈
放
の
可
能
性
を
認
め
る
?
特
別
無
期
刑
?
が
妥
当
と
し
つ
つ
、
現
段
階
で
は
許
一
泰
教
授
と
同
一
歩
調
を
と
ら
れ
る
。
加
藤
久
雄
教
授
は
、?
死
刑
に
代
替
す
る
刑
罰
と
し
て
、
特
別
無
期
自
由
刑（
刑
の
執
行
二
〇
年
を
仮
釈
放
の
目
途
と
し
た
も
の
）
と
一
般
無
期
刑
の
併
立
制
?
を
構
想
す
る
。
加
藤
久
雄
（
二
〇
〇
一
）
五
五
。
ま
た
菊
田
幸
一
（
二
〇
〇
五
）
二
八
三
〜
二
八
五
は
、
日
本
の
現
状
に
ふ
れ
て
、
仮
釈
放
の
な
い
終
身
刑
を
ま
ず
採
用
す
る
こ
と
が
現
実
的
で
あ
る
、
と
す
る
。
?43
）
朴
植
（
二
〇
〇
五
）
七
八
〜
八
七
。
結
結
び
に
代
え
て
…
…
死
刑
囚
の
権
利
と
「
司
法
的
寛
容
」
上
述
の
と
お
り
、
三
国
で
は
固
有
な
死
刑
廃
止
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
張
に
は
多
様
な
も
の
が
あ
る
に
せ
よ
、
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
死
刑
廃
止
の
根
底
に
あ
る
人
間
の
尊
厳
の
観
念
は
、
地
球
上
に
お
よ
そ
例
外
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
人
間
の
尊
厳
が
諸
国
で
は
実
定
法
化
さ
れ
て
久
し
い
が
、
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
そ
の
法
治
国
家
が
合
法
的
な
殺
人
、
と
き
に
は
「
司
法
的
?44
）
殺
人
」
と
し
て
死
刑
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
国
家
に
よ
る
殺
人
は
、
国
民
の
生
命
尊
重
へ
の
確
信
を
揺
る
が
せ
、
死
刑
の
残
酷
さ
が
人
心
を
す
さ
ま
せ
、
殺
人
を
誘
発
す
る
逆
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
さ
に
、
国
が
罪
を
犯
し
た
者
を
殺
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
に
「
人
を
殺
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
掟
を
教
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
矛
盾
し
た
考
え
方
と
い
え
?45
）
よ
う
。
ま
し
て
「
司
法
的
殺
人
」
に
よ
っ
て
生
ず
る
冤
罪
は
、
国
家
に
対
す
る
憎
し
み
を
助
長
す
る
こ
と
に
す
ら
な
ろ
う
。
台
湾
と
韓
国
で
は
彭
聖
斐
検
事
や
金
政
友
教
授
に
よ
っ
て
、
誤
判
で
無
実
の
者
が
処
刑
さ
れ
る
不
正
義
が
厳
し
く
追
及
さ
れ
て
?
）
二
五
三
八
五
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
二
号
）
?46
）
い
る
。
死
刑
確
定
囚
に
下
さ
れ
る
再
審
無
実
の
判
決
ほ
ど
誤
判
の
恐
ろ
し
さ
を
物
語
も
の
は
な
い
。
人
間
は
神
で
は
な
い
。
誤
判
が
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
死
刑
囚
に
対
し
て
法
治
国
家
に
よ
る
「
司
法
的
寛
容
」
と
し
て
、
積
極
的
に
再
審
へ
の
道
を
開
き
、
あ
る
い
は
恩
赦
の
実
践
に
努
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
の
法
格
言
に
「
恩
赦
な
き
法
は
不
法
で
あ
る
」（R
echt ohne G
nade ist
 
U
nrecht
）、「
恩
赦
は
法
を
助
力
す
る
」（G
nade stcht beim R
echte
）
と
い
わ
?47
）
れ
る
。
呉
志
光
教
授
は
、
こ
れ
を
「
法
の
暗
く
冷
た
い
世
界
を
明
る
く
照
ら
す
一
筋
の
光
」
と
見
て
?48
）
い
る
。
こ
の
〞
一
筋
の
光
〝
こ
そ
法
に
お
け
る
恩
寵
以
外
の
何
も
の
で
な
い
。
以
下
で
は「
結
び
に
代
え
て
」、
本
来
、
死
刑
廃
止
論
の
主
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き
冤
罪
を
救
済
す
る
再
審
請
求
権
と
、
そ
し
て
死
刑
執
行
の
停
止
を
可
能
に
す
る
赦
免
請
求
権
に
つ
い
て
、
中
国
と
台
湾
で
の
議
論
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
註
?44
）R
adbruch,R
echtspflege:E
rlauterungen zum G
orlitzer P
rogram
m
,B
erlin 1922.
な
お
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
死
刑
廃
止
論
に
つ
い
て
は
、R
adbruch
(1969)S.142ff.
碧
海
純
一
訳
（
一
九
七
四
）
一
五
二
〜
。?
司
法
的
殺
人
?（m
eurtres judiciaries
）
の
典
型
は
〞
誤
判
〝
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
、Jean Im
bert
（
一
九
九
三
）
七
五
。
?45
）
ホ
セ
・
ヨ
ン
パ
ル
ト
（
二
〇
〇
一
）
七
。
い
わ
く
「
法
律
的
に
人
殺
し
を
禁
じ
る
と
同
時
に
、
死
刑
に
よ
っ
て
人
殺
し
を
命
ず
る
の
は
愚
に
も
つ
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。」
な
お
詳
し
く
は
、
ヨ
ン
パ
ル
ト
著
（
一
九
九
〇
）
二
五
四
。
?46
）
彭
聖
斐
（
一
九
九
七
）
四
二
七
〜
四
二
九
。
金
政
友
（
一
九
九
九
）
一
〇
七
。
?47
）R
adbruch
(1973)S.273.
ま
た
、
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
は
恩
赦
を
「
特
別
の
性
質
を
与
え
ら
れ
た
正
法
の
手
段
」（als ein besonders geartetes
 
M
ittel zu richtigen R
echte
）
と
述
べ
て
い
る
。
田
中
耕
太
郎
訳
（
一
九
七
一
）
三
五
八
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
説
く
価
値
相
対
主
義
の
核
心
は
「
寛
容
」で
あ
る
。
恩
赦
は
法
に
お
け
る
人
間
の
寛
容
、
つ
ま
り
司
法
的
寛
容
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
恩
寵
の
も
と
で
は
司
法
的
不
寛
容
（
た
と
え
ば
誤
判
）
と
対
極
を
な
し
て
い
る
。
?48
）R
adbruch,(1973)
S.275.
呉
志
光
・
林
永
頌
（
二
〇
〇
四
）
八
七
。
さ
ら
に
呉
志
光
主
編
（
二
〇
〇
五
）
二
〇
〜
二
一
。
?
）
二
六
三
八
六
死
刑
廃
止
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
㈠再
審
請
求
権
ま
ず
、
誤
判
は
死
刑
廃
止
論
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
論
点
で
あ
る
。
冤
罪
を
訴
え
る
も
の
を
救
済
す
る
に
は
、
な
に
よ
り
も
再
審
制
度
が
正
し
く
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
は
、
刑
法
第
四
八
条
に
「
死
刑
は
法
に
よ
っ
て
最
高
人
民
法
院
が
判
決
を
下
す
以
外
は
、
す
べ
て
最
高
人
民
法
院
に
報
告
し
て
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
〞
少
殺
・
慎
殺
・
可
殺
〝
の
政
策
思
想
の
も
と
に
、
誤
判
を
防
止
す
る
と
い
う
考
え
方
が
そ
の
根
底
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
七
年
に
最
高
人
民
法
院
が
出
し
た
『
高
級
人
民
法
院
と
解
放
軍
軍
事
法
院
に
一
部
の
死
刑
の
審
査
決
定
権
を
委
譲
す
る
こ
と
に
関
す
る
通
知
』
の
下
で
、
最
高
人
民
法
院
で
再
審
査
さ
れ
る
べ
き
死
刑
執
行
の
是
非
の
決
定
が
高
級
法
院
に
下
ろ
さ
れ
、
本
来
の
二
審
の
手
続
と
、
死
刑
執
行
可
否
の
最
終
審
査
決
定
権
が
高
級
法
院
へ
移
さ
れ
、
高
等
法
院
は
二
重
の
権
限
を
掌
握
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
中
国
で
故
意
殺
人
・
強
盗
・
強
姦
な
ど
の
「
凶
悪
犯
罪
」
が
増
加
し
て
い
る
背
景
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
す
べ
て
の
死
刑
事
件
に
最
高
法
院
が
適
宜
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
従
来
、
控
訴
審
に
お
け
る
誤
判
率
が
必
ず
し
も
低
く
は
な
か
っ
た
も
の
が
、
死
刑
執
行
の
最
終
審
査
決
定
権
が
下
級
審
に
委
譲
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
増
加
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
こ
の
点
に
つ
い
て
、
陳
澤
憲
教
授
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
中
国
最
高
人
民
法
院
が
毎
年
報
告
を
受
け
許
可
を
与
え
た
死
刑
事
件
に
つ
い
て
、
各
高
級
法
院
か
ら
許
可
を
求
め
て
報
告
さ
れ
た
事
件
を
み
る
と
、
一
〇
％
か
ら
二
〇
％
ま
で
の
間
で
誤
判
率
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
も
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
死
刑
事
件
に
対
す
る
再
審
の
決
定
権
が
下
級
法
院
に
委
譲
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
速
や
か
に
是
正
さ
れ
回
復
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
た
誤
判
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
危
害
は
は
か
り
し
れ
な
い
」
と
。
こ
の
よ
う
な
陳
澤
憲
教
授
の
「
生
殺
与
奪
は
誰
が
決
め
る
の
か
、
死
刑
に
対
す
る
審
査
決
定
権
を
取
り
戻
そ
う
」
と
い
う
主
?49
）
張
は
、
死
刑
囚
に
対
す
る
再
審
の
道
を
確
保
し
、
冤
罪
者
を
救
済
し
よ
う
と
い
う
緊
迫
し
た
訴
え
と
い
っ
て
よ
い
。
司
法
権
の
独
立
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
中
国
に
お
い
て
、『
高
級
人
民
法
院
?
）
二
七
三
八
七
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
二
号
）
に
死
刑
に
対
す
る
審
査
決
定
権
を
委
譲
す
る
通
知
』（
前
掲
）は
、
死
刑
囚
に
対
す
る
再
審
請
求
権
を
閉
す
法
治
国
家
の
司
法
的
不
寛
容
を
如
実
に
現
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
註
?49
）
陳
澤
憲
（
二
〇
〇
三
）
四
〇
〇
。
と
く
に
死
刑
判
決
の
審
査
決
定
権
を
最
高
人
民
法
院
に
帰
属
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
作
俊
（
二
〇
〇
二
）
一
四
七
を
参
照
。
㈡
恩
赦
請
求
権
「
市
民
的
お
よ
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」
第
六
条
第
四
項
に
よ
れ
ば
、「
死
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
い
か
な
る
者
も
、
特
赦
ま
た
は
減
刑
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。
死
刑
に
対
す
る
大
赦
、
特
赦
、
ま
た
は
減
刑
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
す
る
。
死
刑
囚
の
恩
赦
請
求
権
を
い
か
に
保
障
す
る
か
、
こ
れ
は
死
刑
廃
止
論
に
と
っ
て
二
次
的
な
課
題
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
獄
舎
に
あ
っ
て
も
、
成
長
し
発
展
す
る
人
格
の
?50
）
主
体
で
あ
る
死
刑
囚
の
人
間
的
営
み
か
ら
す
れ
ば
、
恩
赦
を
求
め
る
祈
願
は
許
さ
れ
て
よ
い
。
人
類
の
英
知
と
い
わ
れ
る
先
の
「
国
際
規
約
」
が
こ
れ
を
定
め
た
こ
と
は
、
価
値
の
あ
る
も
の
、
価
値
の
な
い
も
の
を
超
越
す
る
恩
赦
を
、
人
間
の
営
み
で
あ
る
司
法
に
内
在
さ
せ
る
べ
き
寛
容
と
し
て
認
め
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
問
題
は
、
現
下
、
台
湾
の
李
震
山
教
授
、
呉
志
光
教
授
に
よ
っ
て
積
極
的
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
華
民
国
憲
法
第
四
〇
条
は
「
総
統
は
法
に
基
づ
い
て
大
赦
、
特
赦
、
減
刑
お
よ
び
権
復
権
の
権
限
を
行
使
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
「
赦
免
法
」
（
一
九
八
九
年
九
月
二
四
日
付
で
第
六
条
改
正
、
第
五
条
の
一
を
追
加
）
で
あ
る
。
李
震
山
教
授
が
述
べ
る
よ
う
に
、
台
湾
に
お
い
て
は
、
個
別
事
件
で
死
刑
犯
を
赦
免
し
、
あ
る
い
は
死
刑
を
無
期
懲
役
ま
た
は
一
定
期
限
の
有
期
懲
役
に
ま
で
減
刑
す
る
こ
と
も
、
死
刑
制
度
を
?
）
二
八
三
八
八
死
刑
廃
止
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
維
持
し
て
い
る
現
段
階
で
は
、
死
刑
犯
に
死
ぬ
こ
と
を
避
け
さ
せ
、
死
刑
犯
に
よ
り
成
長
し
発
展
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
、
生
命
を
尊
重
す
る
方
法
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
か
に
法
律
を
整
え
、
諮
問
し
赦
免
す
る
手
続
き
を
樹
立
す
る
か
は
、
努
力
に
値
す
る
こ
と
が
ら
で
?51
）
あ
る
。
確
か
に
「
赦
免
法
」
に
定
め
る
赦
免
の
種
類
や
そ
の
意
味
は
、
総
合
的
に
み
て
「
死
を
免
れ
る
」〞
免
於
一
死
〝
と
い
う
実
質
的
効
果
、
す
な
わ
ち
死
刑
執
行
の
「
停
止
」（R
eprieve,Strafausstand
）
と
い
う
機
能
を
も
っ
て
は
?52
）
い
る
。
し
か
し
、
赦
免
に
よ
っ
て
死
刑
の
執
行
を
停
止
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
、
い
ま
だ
死
刑
廃
止
に
向
け
た
一
つ
の
過
渡
的
措
置
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て「
赦
免
法
」
を
よ
り
実
効
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
先
ず
台
湾
に
お
い
て
は
、「
市
民
的
お
よ
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」
の
批
准
を
済
ま
せ
、
死
刑
囚
を
赦
免
請
願
の
権
利
主
体
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
総
統
の
赦
免
権
限
を
具
体
化
さ
せ
る
法
整
備
の
不
備
を
訴
え
る
の
は
呉
志
光
教
授
で
あ
る
。「
赦
免
法
」
第
六
条
第
一
項
で
、
総
統
は
、
行
政
院
が
主
管
す
る
部
局
に
大
赦
、
特
赦
、
減
刑
、
復
権
の
た
め
に
検
討
す
る
よ
う
要
求
し
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
の
み
定
め
て
い
る
だ
け
で
、
こ
れ
を
具
体
化
す
る
赦
免
手
続
規
定
が
み
ら
れ
な
い
。
総
統
が
赦
免
権
を
発
動
し
得
る
条
件
、
赦
免
権
を
発
動
す
べ
き
か
否
か
を
裁
量
す
る
た
め
の
諮
問
機
関
の
設
置
が
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
赦
免
法
制
に
不
備
が
あ
る
。「
赦
免
法
」を
改
正
し
、
死
刑
囚
に
赦
免
請
求
の
権
利
を
付
与
す
る
要
件
や
赦
免
を
お
こ
な
う
主
管
機
関
及
び
職
権
の
明
示
、総
統
の
赦
免
諮
問
機
関
の
設
置
等
は
、「
国
際
規
約
」
第
六
条
四
項
の
死
刑
囚
の
有
す
る
赦
免
請
求
権
を
実
際
に
保
障
す
る
上
で
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
え
?53
）
よ
う
。
ジ
ャ
ン
・
ア
ン
ベ
ー
ル
が
指
摘
す
る
よ
?54
）
う
に
、
現
実
に
恩
赦
権
が
行
使
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
刑
の
執
行
が
目
に
見
え
て
減
少
し
て
い
く
歴
史
的
事
実
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
司
法
制
度
の
運
用
次
第
で
実
現
さ
れ
る
再
審
請
求
権
、
恩
赦
請
求
権
ほ
ど
「
人
間
の
尊
厳
」
を
体
現
す
る
も
の
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
権
利
行
使
が
死
刑
囚
に
許
さ
れ
る
か
否
か
、
ま
さ
に
死
刑
囚
に
対
す
る
生
殺
与
奪
の
権
利
は
国
家
権
力
の
下
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
「
た
だ
超
個
人
主
義
的
法
律
観
の
み
が
死
刑
を
正
当
化
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
た
だ
こ
の
法
律
観
の
み
が
一
般
に
国
家
に
生
?
）
二
九
三
八
九
札
幌
学
院
法
学
（
二
二
巻
二
号
）
殺
与
奪
の
権
利
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
?55
）
い
る
。
個
人
尊
重
主
義
に
対
し
て
国
家
本
位
の
思
想
こ
そ
権
威
主
義
的
超
個
人
主
義
の
法
律
観
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
人
間
の
尊
厳
を
掲
げ
る
死
刑
廃
止
論
は
、
そ
う
し
た
超
個
人
主
義
的
法
律
制
度
と
相
容
れ
な
い
。
死
刑
廃
止
に
向
け
て
為
政
者
に
司
法
的
寛
容
が
期
待
さ
れ
要
請
も
さ
れ
る
の
は
、
死
刑
囚
も
一
人
の
人
間
で
あ
り
、
彼
が
人
格
と
し
て
自
己
目
的
的
存
在
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。ゲ
ー
テ
は
い
う
。「
罰
す
る
と
し
て
も
、許
す
と
し
て
も
、人
は
人
間
を
人
間
的
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
?56
）
な
い
。」
以
上
、
東
ア
ジ
ア
の
死
刑
廃
止
論
考
を
概
観
し
て
き
た
が
、
三
国
に
共
通
し
て
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
被
害
者
に
比
し
加
害
者
の
人
権
擁
護
に
力
点
が
お
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
加
害
者
の
人
権
へ
の
配
慮
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
被
害
者
の
権
利
の
確
立
や
救
済
方
法
も
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
?57
）
ろ
う
。
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
死
刑
の
廃
止
と
被
害
者
の
人
権
擁
護
を
同
価
値
的
に
把
握
す
る
考
察
方
法
こ
そ
新
た
な
死
刑
廃
止
論
考
と
い
え
よ
う
。
註
?50
）
人
格
の
形
成
は
無
限
で
あ
る
。
団
藤
重
光
著
（
二
〇
〇
〇
）
三
二
四
〜
。
受
刑
者
の
主
体
性
に
つ
い
て
、
鈴
木
敬
夫
（
一
九
九
五
）
三
五
。
?51
）
李
震
山
（
二
〇
〇
一
）
一
三
〇
。
?52
）
呉
志
光
・
林
永
頌
（
二
〇
〇
四
）
八
八
。
?53
）
呉
志
光
・
林
永
頌
（
二
〇
〇
四
）
九
〇
。
?54
）Jean Im
bert
(1993)
86
〜87.
?55
）R
adbruch
(1973)
258.
田
中
耕
太
郎
訳
（
一
九
七
一
）
三
四
九
。
?56
）R
adbruch
(1950)
E
legantiae.174ff.
ま
たR
adbruch
(1973)
258.
人
道
主
義
は
、「
罪
の
あ
る
者
に
対
し
て
も
寛
容
で
、
犯
罪
者
に
対
し
て
も
い
た
わ
り
を
も
ち
、
人
で
な
し
に
対
し
て
も
人
間
的
で
あ
る
こ
と
の
で
き
る
」精
神
を
意
味
し
て
い
た
。Radbruch
(1950)K
rim
inalistiche
 
G
oete-Studien;in:
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2 A
ufl.,
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S.
174ff.
さ
ら
にD
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D
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?
）
三
〇
三
九
〇
死
刑
廃
止
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
R
adbruch
(1973)
258.
?57
）
加
藤
久
雄
（
二
〇
〇
一
）
五
五
。
台
湾
で
は
、
一
九
八
七
年
五
月
、「
犯
罪
被
害
者
保
護
法
」
が
採
択
、
公
布
さ
れ
た
。
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